
 

  　令和６年度   学 校 要 覧  　　長野県松本盲学校 

                                              
 
 

   〒390－0802  松本市旭二丁目１１－６６ 
  

 　学校   　　TEL 0263-32-1815（代表） 
  

 　　　　 　　FAX 0263-36-9505 
  

 　寄宿舎 　　TEL 0263-32-5459 
  

    E-mail : matsumou@g.nagano-c.ed.jp 
　　　　　　　　　　　　　↑ ｍからｇに変わりました　 
 

   URL : https://www.nagano-c.ed.jp/matsumou 

 

１　教 育 目 標  

   

 育 む 友 情  　水仙の六弁の中に、松本の 

   松の字を図案化し、点字で左 

 元 気 な か ら だ  にマ 右にモ を打ち出 

     したもの。 

    確 か な 学 び        大正１５年７月制定 

    
                                          　　　　　　　　校章

２　沿　革 

明 26.11 松本訓盲院設立 平  5. 2 あん摩･はり･きゅう第一回国家試験実施 

 45. 6 松本盲人教育所開設(開校記念日6.11)   8. 1 新寄宿舎・給食施設完成(1,261.44㎡) 
大  5. 4 市立松本訓盲院設立  11. 8 全国盲学校野球大会松本大会主管 

 11 寄宿舎の始まり  12. 3 学校周辺歩道整備 

 13. 3 県立代用市立松本盲学校となる  13. 7 関東地区盲学校弁論大会主管 

昭  2. 4 松本尋常高等小学校源池部併設校舎より  14. 6 創立90周年記念式典挙行 

  白板町旧松本中学校自治寮建物に移転　  15. 3 大規模改修工事１期分(東･西･南棟)終了 

   8. 4 県移管  長野県松本盲学校となる  16. 1 大規模改修工事２期分(北棟)終了 

 10. 8 市内本丸  旧松本中学校舎に移転  21. 3 体育館耐震改修工事終了 

  12. 9 市内岡ノ宮　現在地に移転  23．1 グランド排水溝埋設工事、体育館屋根 

 23. 5 盲学校教育「義務制実施」     改修工事終了       
 33. 6 寄宿舎新築(1,626.9㎡)  24. 6 創立百周年記念式典、記念祝賀会 

 37.10 創立50周年記念式典挙行    水仙の庭・歴史資料室整備 

 39. 5 昭和天皇・皇后両陛下学校ご視察    点字ブロック理解推進事業開始 

 40. 7 体育館竣工  25. 4 母子教室から早期支援教室へ名称変更 

 42. 3 新校舎第１期分完成   医療的ケア開始 

 43. 3 新校舎第２期分完成  27 全日本盲学校教育研究大会松本大会主管 

 43. 4 新校舎新築落成式挙行   松本山雅ユースアカデミーとの連携調印 

 45. 8 プール竣工式挙行  28 松養分教室開室　校舎改築　プール改修 

 47. 4 高等部に普通科、小学部に重複学級設置  29 理療科棟完成、特校再編関連工事終了 

 47. 6 創立60周年記念式典挙行  30 北信越卓球大会団体優勝５連覇 

  48. 3 水治療法室完成   新身障者トイレ、すいせんの庭遊具完成 

 48. 4 高校指導要領改訂に伴い、保健理療科・ 令  1.11 北信越卓球大会団体優勝６連覇 

 　  専攻科理療科設置  2 コロナ禍の影響による各種大会・行事の中止 

  57. 6 創立70周年記念式典挙行  エアコン設備設置 

  60. 4 幼稚部新設  3 ICT環境整備完了 

   61. 4 高等部に重複障害学級設置                      4. 6 創立110周年記念事業 

平   4. 4 母子教室設置                    寄宿舎100周年

 
 4. 6  創立80周年記念式典挙行  

mailto:matsumou@m.nagano-c.ed.jp


３　教育課程 

 

（１）全体の組織構成 
  

　 早期支援教室 幼　稚　部 小　学　部 中　学　部 高　　　等　　　部

３ 歳 未 満 ３　ヶ　年 ６　ヶ　年 ３　ヶ　年 普　通　科　３ヶ年 専攻科理療科 
    

乳　幼　児 ３～５歳 （ 義　務  教　育 ） 保健理療科　３ヶ年 ３ 　ヶ 　年

 

【早期支援教室】 

  ０歳～２歳までの乳幼児のための早期教育と保護者に対する精神的な援助、養育支援をします。 

【幼    稚    部】 

  幼稚園の教育課程に準じた教育と、障がいの程度や発達に応じた教育を行います。集団学習や個別
 指導で感覚機能の発達や基本的生活習慣の確立を目指します。 

【小 ・ 中 学 部】 

  小・中学校の各教育課程に準じた教育と、視覚障がいやその他多様な障がいに応じた教育を行いま
 す。また、行事・交流教育を通して、生活経験の拡大を図ります。 

【高等部本科普通科】            
  高等学校の教育課程に準じた普通コースと、生徒の多様な障がいや進路に対応した教育課程の職業
 ・生活コースがあります。卒業後は、一般・福祉就労の他、普通コースは専攻科理療科や大学、専 
門学校等への進学もできます。 

【高等部本科保健理療科】           
  職業教育課程の高校と同じ位置づけで、あん摩・マッサージ・指圧の教育課程があり、卒業後は高
 校卒業の資格及びあん摩・マッサージ・指圧師国家試験の受験資格が得られます。また、専攻科理 

 療科等への進学もできます。 

【高等部専攻科理療科】            
  入学には高校卒業以上の資格が必要であり、卒業後はあん摩・マッサージ指圧師並びにはり師、 

 きゅう師の国家試験の受験資格が得られ、筑波大学理療科教員養成施設への進学もできます。 
 

（２）本校へ就学できる幼児・児童・生徒の障がいの程度 

　  両眼の視力がおおむね０．３未満のもの又は視力以外の視機能障がいが高度のものの 

　うち、拡大鏡等の使用によっても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能、若し 

　くは著しく困難な程度のもの（学校教育法施行令第２２条の３）

 

４　本校の幼児・児童・生徒 

 

（１）幼児・児童・生徒数　  　　 
 

 　  部・学年  　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　  高　　　等　　　部   
 幼稚部 小　　学　　部 中　学　部 合   
 普 通 科 保 理 科 専 攻 科     
    
 3 4 5 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 １ ２ ３ 計  １  ２  ３  １  ２  ３  １  ２  ３ 計 計  
  区　 分 歳 歳 歳 年 年 年 年 年 年 年 年 年  年  年  年  年  年  年  年  年  年  

 
幼児･児童.･生徒数 １ １ ２ ３ ２ ３ ８ ２ １ ２ ５ １ １ １ １ ２ １ １ ８ ２３  

 
 男 １  １ ２ ２ １ １ ２ ５  

寄宿生  
女 １ １ １ １ １ １ ４ ５  

 
 男 １ １ ２ ２ １ ５ ２ １ ３ １ １ １０  

通学生 
女 １ １ １ １ １ １ ３
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６　生活日課  （部や科によって内容・時間が変わります） 

 
 

 
 

 　　
 
 
 
 
 
                                                               　　　
 

５　寄宿舎  

　寄宿舎では、児童・生徒一人ひとりの日常生活の自立をめざすとともに、主体的に生きる力の向

上を願って、三和会（みつわかい）という自治組織を設け、はじめの会や寄宿舎お楽しみ会などの

各種行事を行っています。現在、小学生から専攻科理療科生が入舎し規則正しい生活を送っていま

す。 

（２）視力別幼児・児童・生徒数

（３）視覚障がいの原因一覧 
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（４）出身地区別一覧 
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７ 卒業生の進路（過去１0年間）

　　　（４／１現在）
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一般就労（1名）

専攻科卒業生（２６名） 開業（６名）、治療院就職（1０名）、ヘルスキーパー（２名）

職
　
種

教育相談・入学等の案内は支援相談室へどうぞ

専門学校（1名）、福祉事業所（２名）、在宅・その他（５名）

普通科卒業生（１６名） 福祉事業所（９名）､大学・短大・専門校進学（２名）､本校保理科進学（1名）

本校専攻科進学（2名）、一般就労（1名）、職業訓練校等（1名）

保理科卒業生（１２名） 専攻科進学（９名）、福祉事業所（１名）、治療院等就職（1名）

 　　入学後はご家庭の所得に応じて「就学奨励費」が支給され、経済的な負担は軽減されます。

案 内 図
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８ 職 員 構 成

(1)　教育相談

   ０～２歳の乳幼児の教育相談、保育園・幼稚園や小中学校の幼児・児童・生徒の教育相談、高校生から成人の方の
相談など、見え方や年齢に応じた教育相談を、専門の教育相談担当職員が随時行っています。
　また、小中学校の通常学級在籍の児童・生徒のための弱視通級指導教室を開設しています。ニーズに応じて、0歳
から5歳までの未就学児を対象とした通園教室を、居住市町村に開設することがあります。信州大学医学部附属病院
眼科に成人の方を対象にした「目の相談室」を開設しています。
　今年度は７月９日（火）に「学校公開」、７月２７日（土）に「目の教室」を開催します。詳しくは、お気軽に下
記までお問い合わせください。また、学校ホームページもご覧ください。
TEL０２６３－３２－１８１５　E-mail：matsum40@g.nagano-c.ed.jp （＠の次がｍからｇに変わりました。）

(2)  就学補助

①信州大学付属病院西側の国道１４３号線を走行してください。
②「鈴木慎一記念館」「松本盲学校」の案内看板に従って、市道を走行してください。
③突き当たりを右折すると、旭町小学校の正門が見えてきます。
④旭町小学校の正門前を左折すると本校正門に到着します。
⑤空いている駐車場にお停め願います。
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